


22 年度当初予算
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新

平成22年度当初予算を編成

　

平
成
22
年
度
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
１
２
６
億
２
千
７
百
万
円
で
、
昨
年
度
と

比
べ
、
３
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
市
内
主
要
企
業
の
ゆ

る
や
か
な
業
績
回
復
を
受
け
た
法
人
市
民
税
の
増
収
等
と
、
徹
底

し
た
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
、
有
効
か
つ
重
点
的
な
財
源
の
活
用
に

努
め
、「
第
６
次
長
期
総
合
計
画
」
の
２
年
目
と
し
て
、
子
育
て
・

教
育
・
環
境
を
中
心
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
と
し
て
、
市
民

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
以
下
、
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

父
子
家
庭
等
支
援
助
成
事

業
が
児
童
扶
養
手
当
制
度
と

し
て
拡
大
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
こ
の
制
度
の
対
象
外
と

さ
れ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
祖
父
母
に
対
し
て
、
児
童

扶
養
手
当
と
同
様
の
第
一

子
・
月
額
１
万
円
、
第
二
子

以
降
・
同
５
千
円
の
市
独
自

の
祖
父
母
孫
等
応
援
助
成
金

の
支
給
を
行
い
ま
す
。

（
９
０
０
千
円
）

将
来
を
担
う
子
ど
も
を
の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

平成2
2年度

予算

ここに
重点 !

!

※（　
）内は

予算額

子
育
て

子ども医療費助成事業 94,580
ひとり親家庭医療費助成事業 12,188
地域子育て支援・児童センター運営事業 46,202
児童扶養手当施行事業 115,545
子供をすこやかに産み育てる環境づくり事業 22,590
子ども手当施行事業（事務費含む） 570,641
保育園統合推進事業 567
保育所運営事業 585,640
私立幼稚園奨励補助事業 30,216
こころのプロジェクト ｢夢の教室 ｣事業 1,198
小学校・中学校運営事業 92,021
地域に根ざした学校給食推進事業 326
グリーンロッジ管理事業 2,391

子
育
て
を
す
る
祖
父
母
へ
の

支
援

単位（千円）

新
規

「夢と感動のテーマシティにらさき」の

実現を目指して

市民交流センターイメージ
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新 新

新

拡

継

新

　

市
医
師
会
や
管
内
小
児
科
医
の
協
力
を

得
て
、
保
護
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
小
児

科
医
や
心
理
相
談
員
等
の
専
門
家
に
よ
る

療
養
相
談
を
開
催
し
、
発
達
障
害
児
と
そ

の
保
護
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。（
４
６
５
千
円
）

　

保
育
園
統
合
構
想
検
討
委
員
会
の
提
言

を
踏
ま
え
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を

図
る
た
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
保
育

園
の
再
編
構
想
計
画
を
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
５
６
７
千
円
）

　

保
護
者
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
補

助
額
を
国
の
限
度
額
ま
で
引
き
上
げ
ま

す
。
最
大
で
年
額
約
�4
万
円
の
増
額
と

な
り
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
支

援
と
な
り
ま
す
。

（
３
０
、２
１
６
千
円
）

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
は

じ
め
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
エ
コ
ハ
ウ
ス

設
備
の
設
置
に
２
万
円
か
ら

５
万
円
の
助
成
を
行
い
、
一
般

家
庭
へ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

※
10
ペ
ー
ジ
に
助
成
制
度
の
詳

　

細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
７
、０
０
０
千
円
）

　

国
の
農
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

活
用
推
進
事
業
の
採
択
を
受
け
、
徳

島
堰
で
の
小
水
力
発
電
に
取
り
組

み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

と
学
校
及
び
地
域
の
連
携
に
よ
る
環

境
教
育
を
促
進
し
ま
す
。

（
２
６
、２
５
０
千
円
）

　

市
役
所
屋
上
に
�0　
kw
の
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
庁
舎
管
理
コ
ス

ト
の
節
減
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
庁
舎
入
口
に
発
電
量
や

発
電
シ
ス
テ
ム
の
表
示
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
設
置
を
行
い
、
市
民
へ
の
環
境

問
題
に
対
す
る
意
識
向
上
や
家
庭
及

び
企
業
へ
の
太
陽
光
発
電
導
入
促
進

の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

（
４
９
、９
４
５
千
円
）

発
達
障
害
児
を
持
つ
家
庭
へ
の

専
門
的
支
援

保
育
園
再
編
構
想
計
画
の
推
進

教 

育
私
立
幼
稚
園
の
就
園
補
助

浄化槽設置促進事業 29,946
庁舎太陽光発電推進事業 49,945
峡北広域行政行政事務組合負担金（ごみ・し尿処理） 590,890
エコハウス普及促進事業 7,000
農村地域新エネルギー利活用推進事業 26,250
上ノ山・穂坂地区農工団地アクセス道路整備事業 124,330
市営墓地拡張事業 10,198
木造住宅耐震改修事業 16,880
中央公園管理事業 12,164
上水道事業 1,199,180
公共下水道事業 1,172,137
市民バス委託運行事業 40,119
市単独道路整備事業費 135,089

単位（千円）

環 

境

エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
を
設
置
す
る

一
般
家
庭
へ
の
支
援

農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進

公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

新
規

継
続

拡
充

新
規

新
規

新
規

心地よい定住環境のあるまちづくり

ペレットストーブ

★いろいろな分野での
　環境支援を行います！
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魅力あふれるまちづくり

継

拡

　

大
規
模
地
震
へ
備
え
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

置
な
ど
補
助
対
象
メ
ニ
ュ
ー
及
び
高
齢
者
等
補
助

対
象
者
の
拡
大
に
よ
り
、
民
間
木
造
住
宅
の
建
替

を
支
援
し
、
住
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

（
１
６
、８
８
０
千
円
）

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
市
内
企
業
が
行
う
休

業
補
償
に
対
し
、
市
単
独
の
上
乗
せ
助
成
（
中

小
企
業
以
外
５
０
０
円
／
一
人
日
、
中
小
企
業

１
、
０
０
０
円
／
一
人
日
）
を
行
い
、
労
働
者
の

雇
用
維
持
安
定
を
図
り
ま
す
。

（
２
、７
０
０
千
円
）

22年度当初予算（歳出）

拡

健 

康
総
合
検
診
の
特
定
健
康

診
査
項
目
を
追
加

拡
充

　

心
疾
患
等
の
早
期
発
見
の
た

め
に
「
心
電
図
検
査
」
を
は
じ

め
「
眼
底
検
査
」、「
貧
血
検
査
」

の
３
項
目
を
セ
ッ
ト
で
導
入
し
、

受
診
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
６
、５
７
９
千
円
）

韮崎市立病院運営事業費 2,393,432
みんなで支える地域福祉推進事業 24,045
老人保護措置事業 77,337
重度心身障害者医療費助成事業 119,480
障害者自立支援給付費等負担事業 445,198
峡北広域行政事務組合負担金（常備消防） 328,165
国民健康保険運営事業費 2,974,703
後期高齢者医療保険運営事業費 242,306
介護保険運営事業費 1,714,854
犯罪被害者等支援事業 1,000
生活保護施行事業 262,238
高年齢者労働能力活用事業 14,250
緊急雇用対策事業 71,105

単位（千円）
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全

木
造
住
宅
耐
震
化
の
支
援

拡
充

雇 

用
休
業
者
に
対
す
る
所
得
補
償
支
援

継
続

県営畑地帯総合土地改良事業 119,925
小土地改良事業 86,789
塩川地区圃場整備事業 52,598
生産調整推進対策補助事業 26,000
中山間地域耕作放棄地対策事業 13,742
機構造林事業 4,700
穴山町ふれあいホール運営事業 937
まちなか活性化推進事業 6,350
企業誘致促進事業 10,240
観光振興事業 12,303
武田の里まつり補助事業 14,780
地区公民館運営事業 23,233
ドリームサッカー開催事業 813
文化ホール管理運営事業 99,800
美術館管理運営事業 20,204
史跡新府城跡環境整備事業 24,742
歴史と景観をおりなす里づくり事業 2,706

単位（千円） ★防災・自助の安心・安全
　メニューを拡大しました！
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継

継

継

　

中
央
道
韮
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
側
に

８
・
２
ha
／
３
区
画
の
工
業
団
地
の
年
度
内
の
完

成
を
目
指
し
、
市
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
造
成
本

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
関
東
近
県
の
製
造
業

を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
送
を
行
う
な

ど
、
優
良
企
業
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。（
６
３
７
、１
１
１
千
円
）

　

『
韮
崎
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
と
題
し
て
、

昨
年
、
消
費
者
を
は
じ
め
市
内
商
工
業
者
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ふ
れ
愛
商

品
券
」
を
、市
内
販
売
店
と
共
同
で
５
千
セ
ッ
ト
・

総
額
５
千
５
百
万
円
分
発
行
し
、
地
元
消
費
の
拡

大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
２
、５
０
０
千
円
）

　

昨
年
、
刊
行
さ
れ
た
韮
崎
市
の
魅
力

が
つ
ま
っ
た
創
作
絵
本
「
ニ
ー
ラ
」
か

ら
誕
生
し
た
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ニ
ー
ラ
」
を
韮
崎
駅
前

の
街
路
灯
の
広
告
バ
ー
や
市
民
バ
ス
・

公
用
車
の
車
体
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
動
画
サ
イ
トY

o
u
-

T
u
b
e

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
ニ

ー
ラ
」
が
本
市
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
登
場
。
全
国
に
韮
崎
市
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
３
、０
０
０
千
円
）

22年度当初予算（歳入）

企
業
誘
致

上
ノ
山
・
穂
坂
地
区
工
業
団
地
の

造
成
工
事
に
着
手

継
続

商 

業
韮
崎
市
プ
レ
ミ
ア
ム
「
ふ
れ
愛
商
品
券
」

第
二
弾
発
行

継
続

観 

光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ニ
ー
ラ
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

継
続

★６月頃の
　発売を予定！
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韮
崎
市
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
推
進
事
業

新

継

継

新 自
立
心
と
社
会
性
に
富
ん
だ
元
気
な
子
ど

も
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
�0
周

年
の
節
目
の
年
と
な
る
「
武
田
の
里
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
記
念
大
会
や

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
元
全
日
本
代
表
選

手
等
に
よ
る
ド
リ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
を
10
月

10
日
・
11
日
に
開
催
し
、
ま
ち
全
体
が
サ

ッ
カ
ー
で
盛
り
上
が
る
よ
う
な
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
１
３
、２
１
０
千
円
）

　

��
年
度
を“
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
元
年
”

と
位
置
づ
け
、
山
梨
学
院
大
学
サ
ッ
カ

ー
部
総
監
督
の
横
森
巧
氏
ら
を
サ
ッ
カ

ー
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

員
と
し
て
迎
え
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上

と
青
少
年
の
健
全
育
成
、
更
に
は
県
内

外
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
校
の
小
学
五

年
生
を
対
象
に
、
現
役
の
Ｊ
リ
ー
グ
選

手
や
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
選
手
が

「
夢
講
師
」
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
自

ら
の
体
験
を
基
に
語
る
“
こ
こ
ろ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
教
室
」”
を
開
催
し
、

　

Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前
の
旧
ル
ネ
ス
を
改

修
し
、
図
書
館
機
能
を
は
じ
め
公
民

館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の

集
約
に
加
え
、
小
林
一
三
、
保
阪
嘉

内
と
い
っ
た
郷
土
の
偉
人
コ
ー
ナ
ー

や
サ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
本

市
な
ら
で
は
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
し
た
市
民
の
主
体
的
な
企
画
・
運

営
に
よ
る
“
市
民
力
”
を
発
揮
し
た

機
能
を
設
け
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

（
６
５
２
、７
２
０
千
円
）

　

県
立
美
術
館
で
10
月
�0
日
～
11
月

�0
日
に
開
催
さ
れ
る
“
小
林
一
三
の

世
界
展
” 

の
機
会
を
通
じ
多
く
の
市

民
に
一
三
翁
の
生
涯
と
業
績
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
期
間
中
（
土
日
祝
）、
無
料
市
民

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地

区
公
民
館
、
学
校
へ
一
三
展
の
図

録
・
子
ど
も
用
冊
子
の
配
布
を
行

い
、
郷
土
の
偉
人
に
学
ぶ
ま
ち
づ

く
り
の
機
運
醸
成
と
郷
土
愛
を
は

ぐ
く
む
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
２
、１
８
５
千
円
）

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

新
規

人が集う交流のあるまちづくり

サッカーのまちプロジェクト事業 7,981
小林一三翁に学ぶまちづくり事業 3,076
（仮称）韮崎市民交流センター整備事業 652,720
事務事業外部評価実施事業 81
男女共同参画社会づくり事業 1,391
地区活動推進事業 33,792
国際交流事業 2,405

単位（千円）

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

（
仮
称
）
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

継
続

　

地
区
活
動
の
最
も

重
要
な
基
盤
で
あ
る

自
治
会
や
地
域
防
災

拠
点
で
あ
る
地
区
集

会
場
、
公
民
館
等
が

行
う
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
の
導
入
や
ア
ン
テ
ナ
の
整
備
、

防
災
備
品
等
の
整
備
に
対
し
一
地
区
あ

た
り
10
万
円
を
上
限
に
交
付
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

（
１
０
、０
０
０
千
円
）

小
林
一
三
翁
に
学
ぶ

ま
ち
づ
く
り
事
業

継
続

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

新
規

小林家中宿分家 (ふるさと学習散歩の模様）
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■
調
査
の
概
要

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
市
民

２
千
人
（
無
作
為
抽
出
）
を
対
象

に
実
施
し
、
回
収
数
は
５
６
７
通
、

回
収
率
は
28
・
４
％
で
し
た
。

■
回
答
者
の
状
況

　

回
答
者
の
内
訳
は
男
性
２
４
３

人
、
女
性
３
２
０
人
で
し
た
。
送

付
数
に
対
し
て
の
割
合
は
、
男
性

24
・
０
％
、
女
性
32
・
４
％
で
し
た
。

年
代
で
は
、
60
代
の
回
答
者
が
多

く
、
送
付
数
に
対
し
て
の
割
合
は
、

70
歳
以
上
が
最
も
高
く
35
・
８
％
、

60
代
が
35
・
０
％
、
50
代
が
28
・

８
％
で
20
代
で
は
16
・
３
％
と
低

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

市
民
の
満
足
度
の
高
い
項
目
は
？

　
　

Ａ
．
第
一
位
「
消
防
・
救
急
」、
第

二
位
「
健
康
づ
く
り
」、
第
三
位
「
自

然
環
境
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

行
政
（
市
）
が
特
に
力
を
入
れ
る

　
　

べ
き
と
考
え
る
こ
と
は
？

　

Ａ
．
第
一
位
「
医
療
体
制
」、「
仕
事

の
場
の
確
保
」、第
三
位「
子
育
て
支
援
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
の
活
動
が
特
に
必
要
だ
と
考

　
　

え
る
こ
と
は
？

　

Ａ
．
第
一
位
「
ま
ち
な
か
再
生
」、
第

二
位
「
仕
事
の
場
の
確
保
」、「
市
街
地

の
活
性
化
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
と
行
政
が
と
も
に
取
り
組
む

　
　

べ
き
こ
と
は
？

　

Ａ
．「
仕
事
の
場
の
確
保
」、「
子
育
て

支
援
」、「
ま
ち
な
か
再
生
」、
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご協力ありがとうございました。
　韮崎市のまちづくりに関するアンケート結果を報告します。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
昨
年
11
月
～
12
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
は
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
及
び

市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

長　期
（まちづくり）
アンケート
の結果
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■
前
回
（
平
成
19
年
度
）
の
結
果
と　

 

　

の
比
較

　

満
足
度
を
見
る
と
、「
健
康
づ
く
り
」、

「
消
防
・
救
急
」、「
生
涯
学
習
」
に
つ
い

て
は
前
回
同
様
、
満
足
度
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、「
市
街
地
の
活
性
化
」、

「
ま
ち
な
か
再
生
」
は
前
回
同
様
、
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

  

次
に
、
必
要
度
を
見
る
と
「
子
育
て
支

援
」、「
仕
事
の
場
の
確
保
」
の
項
目
の
点

数
が
前
回
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず

市
民
活
動
の
必
要
度
も
高
く
な
っ
て
お

り
、
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

長　期
（まちづくり）
アンケート
の結果

2010.04

※色つきは満足度が伸びている項目

23 住宅・宅地の提供 2.76 2.86

24 計画的な土地利用 2.23 2.51

25 道路・交通網の充実 2.45 2.69

26 公共交通の充実 2.13 2.33

27 地域性のある農林業の展開 2.47 2.65

28 魅力的な商業 1.76 2.06

29 工業の活気 2.32 2.19

30 観光・交流等地域産業の魅力 2.33 2.28

31 まちなか再生の進捗 1.52 1.78

32 生涯学習の充実 3.18 3.05

33 スポーツ活動の充実 3.10 2.99

34 「サッカーのまち」の展開の充実 2.75 2.67

35 文化・芸術の振興の充実 2.88 2.75

36 伝統継承や文化創造 2.81 2.66

37 市民主体のまちづくり活動の充実 2.62 2.56

38 開かれた行政 2.70 2.83

39 男女共同参画の実現 2.78 2.75

40 コミュニティ活動の活発度 2.85 2.81

41 地域間・国際交流の充実 2.83 2.80

42 電子自治体の取り組みの充実 2.71 2.72

43 行政改革・行財政運営の充実 2.58 2.62

44 広域行政による連携 2.72 2.78

1 子育て支援の充実 2.62 2.79

2 幼児教育の充実 2.93 2.97

3 学校教育の充実 3.11 3.08

4 青少年健全育成の充実 2.80 2.79

5 健康づくりの取り組みの充実 3.18 3.17

6 医療体制の充実 2.44 2.53

7 地域福祉の浸透 2.78 2.83

8 高齢者福祉の充実 2.81 2.90

9 障害者福祉の充実 2.83 2.90

10 治山・治水政策 2.75 2.90

11 防災体制の構築 2.65 2.83

12 消防・救急体制の充実 3.24 3.18

13 交通安全・防犯体制の充実 2.98 3.01

14 社会保障体制の充実 2.68 2.84

15 企業・経営改善支援の充実 2.26 2.49

16 仕事の場の確保 2.17 2.10

17 自然環境の保全 2.86 3.13

18 循環型社会に向けた取り組みの充 2.69 2.90

19 景観に配慮したまちづくり 2.39 2.66

20 公園の充実 2.38 2.62

21 上下水道の整備 2.68 2.77

22 市街地の活性化 1.63 1.76

項　目 満足度満足度

平成19年度 平成21年度

項　目 満足度満足度

平成19年度 平成21年度
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◎ 満足度と行政活動の必要度の散布図

◎ 行政活動の必要度と市民活動の必要度の散布図

領域 説　　明

Ａ
必要度が高いにも関わらず、満足度が低く、優先して
充実が求められている項目

Ｂ
満足度が高く、必要度も高いため、継続して充実する
必要がある項目

Ｃ
満足度は低く、必要度も低いため、他の項目の優先順
位を勘案しながら、満足度を向上していくべき項目

Ｄ

満足度は高く、必要度が低いため、今後場合によって
は満足度の低い他の項目へ優先順位をシフトしてい
くことを検討する必要がある項目

※右記の領域については、あくまで44項目の中の相対的な位置関係を示
　すために便宜上設定した分類であるため、Ａ～Ｄは絶対的な区分では
　ありません。

領域 説　　明

Ａ 市民が主導で取り組むことが望ましい項目

Ｂ 行政と市民が協働で取り組むことが望ましい項目

Ｃ
行政も市民もそれほど優先して取り組まなくても
よい項目

Ｄ 行政が主導で取り組むことが望ましい項目

※市街地（満足度１・76、必要度４・10）、商業（満足度２・06、必要度３・96）まちなか再生（満足度１・78、必要度４・16）

※「市街地」「商業」「まちなか再生」については、数値が全体と大きく離れているため、散布図上には記載されないが、
　Ａの領域の項目として分類する。

■
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を

　

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
を
初
年
度
と

し
た
第
６
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
、

計
画
に
基
づ
い
た
各
施
策
を
実
行
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

今
後
の
行
政
運
営
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　
　

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

※左記の領域については、あくまで44項目の中の相対的な位置関係を示す
　ために便宜上設定した分類であるため、Ａ～Ｄは絶対的な区分ではあり
　ません。



　

“テレビについての大切なお知らせです”
　２０１１年（平成２３年）７月２４日まで
に今までのテレビ放送（地上アナログ放送）
は終了します。
　それ以降は、アナログテレビをお使いの方
は、そのままではテレビ放送（デジタル放送）
を見ることができません。また、２０１１年
４月以降、番組や時間帯によって放送がデジ
タル化されるためにアナログ放送は見ること
ができなくなります。ご注意いただくととも
に、地上デジタル放送（以後“地デジ”）へ
の早めの対応をお願いします。
　地デジを視聴するには、
①地デジ対応のテレビに買い換える
②地デジチューナーを買い足す
③ケーブルテレビ専用の受信機器（STB：　
　セットトップボックス）を設置する

（詳細はご加入の CATV にご確認ください )
などの対応が必要です。

　これまで放送局・総務省などが連携し、
地デジのための中継局整備を進めてきまし
たが、自主共同受信施設の地デジ改修の遅
延やアンテナにより受信している家で地デ
ジを視聴できるかが課題となっています。
　特に山梨県内の山間地に居住していて、
自宅でアンテナによりテレビを視聴してい
る方は、アナログ電波は届いていても、地
デジの電波は届かないおそれがあります。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。

◆デジタル放送に関するお問い合わせは
・総務省地デジコールセンター
☎０５７０－０７－０１０１
　　( ナビダイヤル )
ＩＰ電話など、つながらない場合
☎０３－４３３４－１１１１
　平日　 ９:００～２１:００
　土日祝 ９:００～１８:００

2010.04

10

◇
対
象
者　

①
韮
崎
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
住

　

居
す
る
た
め
の
住
宅
に
エ
コ
ハ
ウ
ス

　

設
備
を
設
置
し
た
方
（
平
成
22
年
４

　

月
１
日
以
降
に
設
置
し
た
方
。
た
だ

　

し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　

に
つ
い
て
は
、
電
力
会
社
と
電
気
受

　

給
契
約
を
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降

　

に
し
た
方
）

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
対
象
設
備
及
び
補
助
額

　

次
表
の
と
お
り
（
一
律
で
す
が
、
設

　

置
費
用
額
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。）

◇
申
請
方
法

①
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
市
民
課
環

境
政
策
担
当
窓
口
に
お
い
て
申
請
を

受
付
し
ま
す
。（
郵
送
に
よ
る
申
請

は
、
受
付
ま
せ
ん
。）

②
予
算
額
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
日

を
持
っ
て
受
付
を
終
了
し
、
そ
の
日

の
受
付
分
で
抽
選
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
注
意
事
項

①
補
助
金
申
請
は
、
同
一
住
宅
に
お
い

て
対
象
設
備
の
種
類
毎
に
対
し
て
１

回
限
り
と
し
ま
す
。

②
新
品
（
未
使
用
品
）
を
設
置
し
た
場

合
の
み
助
成
し
ま
す
。

③
補
助
金
の
交
付
条
件
に
違
反
し
た
と

き
は
、
交
付
決
定
を
取
り
消
し
、
交

付
し
た
補
助
金
の
返
還
を
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

④
エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
の
設
置
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
協
力
を
求

め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
申
請
に
は
、
申
請
者
本
人
の
印
鑑
が

必
要
で
す
。

新 設！　市では、平成２２年度より
地球温暖化対策の一環として、
自然エネルギーの有効活用を
促進するため、個人住宅の環
境に配慮した住宅設備の設置
に要する費用の一部を助成し
ます。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
政
策
担
当

　
　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

対　象　設　備 補助額
（一律）

太陽光発電システム ５万円
太陽熱高度利用システム ２万円
潜熱回収型給湯器（エコジョーズ） ２万円
ガスエンジン給湯器（エコウィル） ２万円
二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯
器（エコキュート） ２万円
家庭用燃料電池コージェネレーシ
ョンシステム（エネファーム） ５万円

ペレット及び薪ストーブ ２万円

エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
設
置
費
補
助
金
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　　■ホームタウンサンクスデー日時・場所
　７月２５日（日）
　　１８時キックオフ
　　対「栃木ＳＣ」
　小瀬スポーツ公園陸上競技場
　※サンクスデーについて、詳しくは
　　広報６月号でお知らせします。

今
年
も
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

　
　
　
　
　
　
　
　

を
応
援
し
よ
う
！

ホームゲーム日程表

　昨シーズンは勝ち点「１」の差でＪ１昇格を逃したＶＦ。この悔しさを糧に、
夢と希望を与えてくれたイレブンを激励して、J１復帰を勝ちとりましょう！
　韮崎市では、市民一丸となってヴァンフォーレ甲府を応援するため、対「栃木ＳＣ」
戦において、今年もホームタウンサンクスデーを開催します。
　当日は、ヴァンフォーレ甲府のご厚意により、市民のみなさんをスタジアムにご
招待します。また、当日のエスコートキッズも募集する予定です。

２０１０Jリーグディビジョン２

月   日 曜日 ｷｯｸｵﾌ 対戦カード
4 月　4日 日 13:00 サガン鳥栖
4 月 18日 日 16:00 カターレ富山
4 月 29日 木祝 15:00 コンサドーレ札幌
5 月　5日 水祝 14:00 柏レイソル
5 月　9日 日 14:00 徳島ヴォルティス
5 月 22日 土 16:00 ファジアーノ岡山
6 月 12日 土 16:00 ジェフユナイテッド千葉
7 月 25日 日 18:00 栃木SC
7 月 31日 土 18:30 東京ヴェルディ
8 月 15日 日 18:00 アビスパ福岡
8 月 29日 日 18:00 大分トリニータ
9 月 19日 日

未定

ロアッソ熊本
10 月　3日 日 横浜 FC
10 月 24日 日 愛媛 FC
11 月　7日 日 ギラヴァンツ北九州
11 月 20日 土 ザスパ草津
12 月　4日 土 FC岐阜

 

　　

 ABC 　ハロー“ ケリーのワンポイント英会話 ”
　ハロー　エブリワン！　お元気ですか？　

　ケリーのワンポイントイングリッシュレッスンです。今月は、動詞についてお話しましょう。

　２つの言葉を繋いで、ひとつの言葉にすることってありますよね。日本語でいうと、例えば

“飲む”と“込む”をつないで、“飲み込む”みたいにです。英語でも２つの動詞をひとつにす

ることがありますが、“down、 in、 out、 on、 off”のような“方向を表す言葉”を使うことが

よくあります。特に“up”は便利な単語で、前の単語を強調する役割をします。例えば、“stand 

up”（スタンドアップ）です。“up”を付けてもあまり意味は変わりませんが、“up”をつけると、

その動詞を強調し、完了させる役割があります。わかります？日本語で言うと、“立つ”と“立

ち上がる”の違いでしょうか。なんとなく違いますよね。

　でも、まったく違った意味に変えてしまうこともあります。“give up”
（あきらめる）です。“give”は、（与える）という意味ですもんね。

こんな感じで、よく知ってる動詞に“in や out”を付けるだけでたくさ

んの単語になります。“run”（走る）で作ってみましょうか。

  “run up, run down, run out, run off, run around, run over, run 
into, run through, run on”ほーらこんなにたくさんになりましたよ！！
　日本語訳は自分で調べてみてくださいねー。

　それじゃ、また来月お会いしましょう！！
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自己搬入の日が変更に！
４月から、毎月第４土曜日の
９時～１１時に変更になります。
※家庭から排出されるごみを、直接エ
コパークたつおかへ搬入できる「自己
搬入の日」がこれまでの第２土曜日か
ら第４土曜日に変更になります。搬入
される方は、ご注意ください。
■お問い合わせ
　市民課環境政策担当
　（内線１３１・１３２）

「
平
成
22
年
度
ご
み
・
資
源
物

　
　
　

収
集
日
程
表
」
届
い
て
ま
す
か
？

月日 時　　間 場　　所 町名

４
月
23
日

（金）

　９：００～　９：４５ 上の原公民館

穂坂１０：００～１０：４５ 日之城公民館

１１：００～１１：３０ 三之蔵公民館

１２：４５～１３：３０ 市営体育館駐車場

韮崎１３：４５～１４：１５ 商工会館前駐車場

１４：３０～１５：００ 富士見ヶ丘公民館

４
月
26
日

（月）

　９：００～　９：４５ 坂井公民館 藤井

１０：００～１０：３０ 中条上野公民館 中田

１０：４５～１１：４５
デイサービス
なごみの郷入口

穴山

１３：００～１３：３０ 上円井公民館

円野１３：４５～１４：３０ 旧ＪＡ梨北円野支所裏

１４：４５～１５：１５ 入戸野公民館

４
月
27
日

（火）

　９：００～　９：４５
ＪＡ梨北本店
南側駐車場 韮崎

１０：００～１０：３０ 祖母石公民館

１０：４５～１１：１５ 折居公民館公園

清哲１１：３０～１２：００ ＪＡ梨北韮崎西支店

１３：１５～１３：４５ 御杉公民館

１４：００～１４：３０ 泉勝院 神山

平成 22 年度 狂犬病予防注射日程表

かわいい犬
こ

には受けさせよう“狂犬病の予防注射”
　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
毎
年
１

回
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
「
狂
犬
病
予
防

法
」
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
程
表
の
と
お
り
獣
医
師

が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
愛
犬
と
あ
な
た
自
身
を
守

る
た
め
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は　

　

犬
を
登
録
済
の
方
は
、
市
か

ら
郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
と
必
要

な
料
金
を
必
ず
ご
持
参
の
う

え
、
お
近
く
の
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
登

録
も
当
日
受
付
け
し
ま
す
。

種　類 登録手数料 注射料金 注射済票 合　計

登録犬（済）　　 ―　円 ２，８５０円 ５５０円 ３，４００円

新規登録犬 ３，０００円 ２，８５０円 ５５０円 ６，４００円

◆犬の「鑑札」と「注射済票」のデザインが変わりました◆
　今までより、小さく・かわいいデザインになり、首輪などに
装着しやすくなりました。

☆鑑札は、４月１日以降の新規登録又は再交付より変更
☆注射済票は、３月２日以降に注射を受けた方の登録より変更

月日 時　　間 場　　所 町名

４月　
17 日
（土）

　９：００～１２：００
市役所庁舎裏
駐車場

４
   月　

19
日

（月）

　９：００～１０：００
やまとフジミモー
ル店南側駐車場 

韮崎
１０：１５～１０：４５ 岩下公民館 

１１：００～１１：３０ 上ノ山公民館

１２：４５～１３：４５
穂坂コミュニティ
センター

穂坂
１４：００～１４：３０ 柳平公民館

１４：４５～１５：１５ 原公民館北側広場

４
月
20
日

（火）

　９：００～１０：３０ 藤井公民館
藤井

１０：４５～１１：３０ 極楽寺 

１２：４５～１３：４５ 中田公民館
中田

１４：００～１４：３０
小田川
ゲートボール場前

１４：４５～１５：１５ 久保公民館 穴山

４
月
21
日

（水）

　９：００～　９：４５ 若尾公民館 
大草

１０：００～１１：００
ＪＡ梨北
大草共選所

１１：１５～１２：００ 若尾新田公民館

龍岡１３：１５～１４：００ 坂の上公民館

１４：１５～１５：３０ 龍岡公民館

４
   月　

22
日

（木）

　９：００～　９：４５ 神山体育館駐車場
神山

１０：００～１０：４５ 鍋山公民館

１１：００～１２：００ 金山神社

旭１３：１５～１４：００ 旭公民館

１４：１５～１５：００ 南割公民館

予防注射・登録諸経費（１頭あたり）

　

ご
み
と
資
源
物
は
、
地
区
別
の
「
日
程
表
」
に

基
づ
き
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
搬
入
は
、
可
燃
ご
み
・

不
燃
ご
み
・
可
燃
粗
大
ご
み
・
不
燃
粗
大
ご
み
と

し
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
、
各
地
区
１
ヶ
所
の

リ
サ
イ
ク
ル
会
場
で
月
１
回
の
収
集
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
平
日
に
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
出
す

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
に
拠
点
３
会
場
で
の
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア

コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
や
蛍

光
灯
・
乾
電
池
な
ど
、
種
別
ご
と
に
収
集
日
や
リ

サ
イ
ク
ル
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
「
平
成
22
年
度
ご
み
・
資
源
物
収
集

日
程
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
日
程
表
」
は
、
市
民
課
窓
口
で
配
布
し
て
お

　

り
ま
す
。

※ハガキが届いた方で、すでに犬が亡くなっている  
　場合は、お手数ですが必ず環境政策担当まで連絡
　をお願いします。

 環境シリーズ
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■お問い合わせ
　保健課保健指導担当　
　　 　  健康増進担当（保健福祉センター内）
　　　　　　　 　　　    ☎２３ー４３１０　 ２３ー４３１６

昨
年
度
の
受
診
率
は
38
・
１
％
で
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
全

体
で
38
・
１
％
で
し
た
。
町
別
の
受
診
率
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。
平
成
24
年
度
ま
で
に

受
診
率
65
％
を
達
成
し
な
い
と
、
国
か
ら
罰

則
が
科
せ
ら
れ
、
結
果
と
し
て
国
保
税
が
上

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
い
生
活
が
送
れ

る
よ
う
家
族
や
地
域
で
声
を
掛
け
合
い
、
毎

年
１
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
時
期

　

７
～
８
月
と
10
月
に
実
施
し
ま
す
。

◆
手
続
き

　

健
診
の
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
受

診
す
る
必
要
の
あ
る
方
に
は
、
７
月
上
旬
ま

で
に
質
問
票
等
の
健
診
キ
ッ
ト
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

　

特
に
、
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診
の
対

象
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
健
診
結
果

　

健
診
結
果
は
、
受
診
か
ら
約
１
ヶ
月
後
に

結
果
報
告
会
を
開
催
し
、
保
健
師
な
ど
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
交
え
な
が
ら
お
返
し
ま
す
。

◆
保
健
指
導

　

特
定
健
診
に
よ
り
特
定
保
健
指
導
に
該
当

さ
れ
た
方
は
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め

の
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
運
動
や
栄
養
に
つ
い
て
講
義
や
実
技

を
通
し
て
勉
強
し
、
状
態
の
改
善
を
図
る
た

め
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
一
緒
に
考
え
、

相
談
し
て
い
く
教
室
で
す
。
該
当
に
な
っ
た

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
事
業
主
健
診
を

　

受
診
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い
＊

　　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
40
歳
か
ら

74
歳
の
方
で
、
職
場
な
ど
で
健
康
診
断
（
事

業
主
健
診
）
が
実
施
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

市
の
総
合
健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
査
結
果
を
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

目
指
せ
65
％
！
「
総
合
健
診
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

麻しん・風しん混合（ＭＲ）
ワクチンの予防接種のお知らせ   

忘れずに返信を！
生活機能評価質問票（基本チェックリスト）
　「生活機能評価質問票（基本チェックリス
ト）」を平成２２年３月３１日現在で６５歳以
上になる方（要支援・要介護認定者を除く）
を対象に送付いたしました。お手元に届いた
方は、記入して、同封されている黄色い返信
用封筒で返信をお願いします。これは、心
身の機能に衰えがないか、要支援・要介護状
態になる原因を早期に見つけるためのもので
す。この質問票を基に平成２１年度に引き続
き、今現在の自分の状態をよく知るため、「生
活機能評価」を市の総合健診と同時に実施し
ます。「生活機能評価」は介護予防の第１歩
です。現在の自分の状態を知り、健康長寿を
目指しましょう！

■対象
平成２２年３月３１日現在で６５歳以上の方

（要介護・要支援の介護認定者は除く）

■返送期限
　４月２３日まで
※同封の黄色い返信用封筒で返送してください。

町 受診率（％）
神　山 52.3
藤　井 46.5
円　野 45.3
清　哲 42.2
穴　山 40.2
旭 40.2
竜　岡 38.3
韮　崎 37.1
中　田 33.8
穂　坂 30.7
大　草 26.8

　平成２０年度より麻しん・風しん混合（ＭＲ）

ワクチンの予防接種を中学１年生相当年齢者と高

校３年生相当年齢者に拡大し実施しています。対

象の生徒には直接予診票を送付いた

しますので、注意事項をよくお読み

になり、必ず接種してください。

【対象者】
１　第３期：中学校１年生に相当する年齢の者
　　（平成９年４月２日～
　　　　　　　　平成１０年４月１日生まれの方）

２　第４期：高等学校３年生に相当する年齢の者
　　（平成４年４月２日～
　　　　　　　　平成５年４月１日生まれの方）　
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　“
参
加
者
募
集
”

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
も
引
き
続
き
均
等
割
額

の
８
・
５
割
軽
減
措
置
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

る
場
合
、
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
均
等
割

額
の
９
割
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

◇
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付
書
や
口

座
振
替
に
よ
る
「
普
通
徴
収
」
の
２
通
り
と

な
り
ま
す
。
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
は
な
く

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
国
保
医
療
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

医
療
費
が
増
大
し
て
い
く
な
か
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
が

大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な

い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　
　
　
　
　

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

　

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

　

　

“
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
”
と
は

市
民
と
行
政
が
と
も
に
協
力
し
て

進
め
る
、
新
し
い
「
街
美
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
す
。
ア
ダ
プ
ト
（
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
）
と
は
英
語
で
「
◯
◯

を
養
子
に
す
る
」
の
意
味
で
す
。

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
公
共
空
間

の
美
化
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民

が
一
定
公
共
空
間
の
里
親
（
ア
ダ

プ
ト
）
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、

環
境
美
化
に
対
す
る
市
民
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
市
民
と
市
が
協
働

し
て
散
乱
ご
み
や
雑
草
の
な
い
き

れ
い
な
公
共
空
間
の
創
出
を
図
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■
活
動
で
き
る
方

　

市
民
で
あ
る
か
な
い
か
は
問
わ

　

ず
、個
人
か
ら
団
体
（
友
達
同
士
、

　

グ
ル
ー
プ
、
会
社
な
ど
）
ま
で

　

活
動
が
可
能
で
す
。
但
し
、
政

　

治
団
体
又
は
宗
教
団
体
と
し
て

　

の
活
動
は
出
来
ま
せ
ん
。

■
活
動
内
容

⑴
登
録
者
が
１
年
間
に
６
回
以
上

　

（
実
施
日
、
活
動
時
間
は
自
由
）

　

の
活
動

⑵
空
き
缶
、
吸
殻
、
紙
く
ず
な
ど

　

の
散
乱
ご
み
の
収
集

⑶
木
の
葉
の
収
集
、
除
草

⑷
ご
み
散
乱
や
草
の
繁
茂
等
に
関

　

す
る
情
報
の
提
供

■
市
の
サ
ポ
ー
ト
内
容

⑴
環
境
美
化
活
動
に
必
要
な
物
品

　

又
は
用
具
の
支
給
又
は
貸
与

⑵
ご
み
の
回
収

⑶
施
設
の
活
動
者
で
あ
る
こ
と
を

　

示
す
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置

⑷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

■
実
施
場
所

　

韮
崎
中
央
公
園

　

韮
崎
公
園
（
本
町
４
丁
目
）

　

釜
無
川
河
川
公
園

　

本
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　

午
頭
島
公
園

　

塩
川
ふ
れ
あ
い
公
園

　

高
松
公
園

　

甘
利
沢
川
さ
く
ら
公
園

   

穴
山
さ
く
ら
公
園

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
計
画
担
当

　
　
　

（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

平成２２・２３年度の後期
高齢者医療制度の保険料率
は現行に据え置きます！

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳

以
上
）
の
被
保
険
者
の
医
療
費
（
お
お

む
ね
２
年
間
分
）
が
ま
か
な
え
る
よ
う
、

都
道
府
県
、
広
域
連
合
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
保
険
料
率
を
も
と
に
、
被
保
険
者

が
等
し
く
負
担
す
る
均
等
割
額
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割

額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。(

図
１
参
照)

　

な
お
、
保
険
料
率
の
改
定
は
２
年
に

一
度
行
わ
れ
ま
す
が
、
平
成
22
・
23
年

度
は
現
行
の
保
険
料
率
に
据
え
置
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

平成２２・２３年度の保険料率

所得割率　　　 7.28 ％
均等割額　　38,710 円

【図１】保険料の計算方法

 ※保険料は2年ごと見直されます。
 ※保険料の賦課限度額は年50万円です。

今までと同じです！

保険料額 ＝ 均等割額 ＋ 　　　 所得割額
　　　　　      38,710円　   （所得－33万円）× 7.28%
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市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）
の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加

の
促
進
と
、
生
活
圏
の
拡
大
を
助
成

す
る
た
め
、
毎
年
タ
ク
シ
ー
料
金
を

「
利
用
券
」
に
よ
り
一
部
助
成
し
て
い

ま
す
。
新
年
度
の
利
用
券
の
申
請
受

付
を
４
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
券
交
付
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
・
２
級
所
持
者　
　

②
療
育
手
帳　

Ａ
所
持
者

　

た
だ
し
、
施
設
入
所
者
や
、
自
動
車
・
軽
自　

　

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数

　

24
枚
／
年
間

　

36
枚
／
年
間
（
腎
臓
機
能
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　

１
級
手
帳
所
持
者
の
み
）

※
年
度
途
中
の
申
請
は
月
割
に
な
り
ま
す
。

利
用
券
使
用
方
法

　

一
乗
車
に
つ
き
利
用
券
を
一
枚
使
用

　

（
利
用
券
一
枚
に
つ
き
六
百
三
十
円
割
引
）

※
タ
ク
シ
ー
乗
車
の
際
は
、
手
帳
提
示
の
う
え
、

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
心
身
障
害
者
タ

ク
シ
ー
運
賃
割
引
（
手
帳
提
示
時
一
割
引
）
も

併
せ
て
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
印
鑑
を
持
参

の
上
、
窓
口
に
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

◇
新
規
認
定
請
求

①
新
規
認
定
請
求
書

②
申
請
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し
ま

た
は
年
金
加
入
証
明
書
（
厚
生
年
金

加
入
者
の
み
。
国
民
年
金
加
入
者
の

方
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

◇
額
改
定
認
定
請
求

①
額
改
定
認
定
請
求
書

※
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
児
童

手
当
受
給
者
の
方
は
、
新
た
に
子

ど
も
手
当
の
申
請
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
児
童
手

当
現
況
届
未
提
出
の
方
は
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
子
ど
も
手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

平
成
22
年
９
月
30
日
（
申
請
猶
予

期
間
）
ま
で
に
申
請
い
た
だ
け
れ

ば
、
４
月
分
か
ら
手
当
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
過

ぎ
て
か
ら
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
の
手
当
支

給
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
か
ら
子

ど
も
手
当
が
支
給
に
な
り
ま
す
の

で
、
勤
務
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
は
現
在
、
国
会
で
審

　

議
中
の
た
め
、
お
知
ら
せ
し
た
内

　

容
が
今
後
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　

 　
　

 

（
内
線
１
７
３
～
１
７
５
）

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
、
中
学
校
終
了
前
の
子
ど

も
（
平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
に
出
生
し
た
子
ど
も
）
を

養
育
し
て
い
る
方
に
子
ど
も

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降

に
出
生
し
た
子
ど
も
を
監
護

し
、
そ
の
子
ど
も
と
一
定
の

生
計
関
係
に
あ
る
父
母
な
ど

（
所
得
制
限
な
し
）

■
支
給
期
間

　

子
ど
も
が
15
歳
到
達
後

　

最
初
の
３
月
ま
で

■
支
給
額

　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

　

毎
月
一
律 

１
３
、０
０
０
円

■
支
給
月

　

６
月
（
４
月
～
５
月
分
）

　

10
月
（
６
月
～
９
月
分
）

　

２
月
（
10
月
～
１
月
分
）

※
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
平
成
22
年
２
月
・
３
月
分

の
児
童
手
当
は
６
月
に
子
ど
も
手

当
と
併
せ
て
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
23
年
２
月
・
３
月
分

の
子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
23
年
６
月
の
支
払
と
な
る
予

定
で
す
。

■
申
請
手
続
き

　

支
給
対
象
見
込
者
の
方
に
は
、
申

請
に
必
要
な
書
類
を
送
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
き
書
類
を

送
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
を
別
居
監

護
し
て
い
る
方
な
ど
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
支
給
対
象
見
込
者
の

方
に
書
類
を
送
り
ま
す
の
で
、
公
務

員
の
方
や
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
な

い
方
が
書
類
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

◇
新
規
認
定
請
求

　

所
得
制
限
超
え
な
ど
に
よ
り
児
童

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方

や
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
中
学

２
・
３
年
生
の
子
ど
も
の
み
を
監
護
し

て
い
る
方
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
中
学
１

年
生
の
子
ど
も
を
監
護
し
、
そ
れ
以

前
に
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た

方
は
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
新

た
に
新
規
認
定
請
求
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

◇
額
改
定
認
定
請
求

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で

中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
を
監
護
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

未来をになう子どもたちに

  子ども手当について

■お問い合わせ　　福祉課社会福祉担当（内線１７７・１７８）
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た
「
排
水
設

備
指
定
工
事

店
」
に
お
申

し
込
み
く
だ

さ
い
。
指
定
工
事
店
は
市
に
提
出

す
る
必
要
書
類
の
作
成
、
届
出
な

ど
の
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。
工

事
費
は
個
人
負
担
で
す
。
下
水
道

担
当
の
窓
口
に
指
定
工
事
店
一
覧

名
簿
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い
◆

■
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　

排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万

円
以
内

②
利
子
補
給

　

市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

　

処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

　

市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

下
水
道
供
用
開
始
区
域
の

　
　

  　
　

拡
大
に
つ
い
て

　　

平
成
21
年
度
に
竜
岡
町
下
條
南

割
地
内
で
行
わ
れ
た
下
水
道
工
事

は
、
３
月
末
を
も
っ
て
完
了
し
、

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
工
事
に
よ
り
４
月
か
ら
新
た
に

64
世
帯
が
、
下
水
道
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水

質
保
全
を
は
か
り
、
生
活
環
境
の

向
上
を
目
的
に
、
皆
さ
ん
の
貴
重

な
税
金
を
財
源
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
未
接
続

の
方
は
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接

続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
早
め
に
接
続
を
◆

　

こ
の
４
月
よ
り
供
用
開
始
さ
れ

た
地
区
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る

土
地
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
益
者

負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。
４
月
中

旬
頃
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、確
認
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工

事
に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定
し

■
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

①
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
市

に
設
置
届
を
出
さ
れ
た
下
水
道

排
水
設
備
工
事
を
行
う
方

②
補
助
金
の
額
（
次
表
参
照
）

※
各
制
度
、
補
助
金
に
つ
い
て
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　

促
進
事
業
費
補
助
金
の

　

補
助
対
象
区
域
を
拡
大
◇

　

こ
の
事
業
は
、
下
水
道
認
可
区

域
外
に
、
50
人
槽
以
下
の
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
を
対
象

に
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。（
下
表
参
照
）

人槽区分 補助限度額

５人槽まで 332,000 円

６人槽～ ７人槽 414,000 円

８人槽～５０人槽 548,000 円

公
共
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を

高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第
四期）に基づき、地域密着型介護サービ
スの基盤整備を図るため、事業者を募集
します。

■公募する地域密着型サービスの種類及び整備数
○小規模多機能型居宅介護（平成22年度整備分）
○１ヵ所

■応募手続き
　地域密着型サービス事業者公募申込書を提出し
　てください。応募される事業者は事前に担当課
　と事前協議を行ってください。

■応募期限
　平成２２年５月３１日（月）

■お問い合わせ・お申し込み
　福祉課介護保険担当（内線１８２）

■
補
助
対
象
区
域

〈
下
水
道
認
可
区
域
外
の
地
区
〉

　

「
穂
坂
町
、
中
田
町
、
穴
山
町
、 

　

円
野
町
、
清
哲
町
、
神
山
町
の

　

全
域
と
、
旭
町
山
口
、
鋳
物
師

　

屋
、
宮
下
、
小
曽
根
、
鍛
冶
屋

　

（
田
島
を
除
く
）、
祖
母
石
の
一

　

部
、
岩
下
の
一
部
」

※
右
記
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
こ
の
補
助
の
対
象
で
す
の
で
、

水
質
保
全
の
た
め
に
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
右
記
と
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の

　

４
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　

    

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

地域密着型介護サービス
事業者を募集します

接続時期 補助金額

処理区域公示から１年
以内（Ｈ 22 年 4 月使用開始）

８０,０００円

処理区域公示から２年
以内（Ｈ 21 年 4 月使用開始）

５０,０００円

処理区域公示から３年
以内（Ｈ 20 年 4 月使用開始）

３０,０００円

■
補
助
金
の
額
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2010.04

 て

　北東小児童会のボランティア委員会で
は、今年度ボランティア活動の一環として
空き缶（アルミ缶）の収集を行いました。
２月２３日、児童会長の埴原くん、ボラン
ティア委員会長の大輪くんほか１２名の児
童たちが市役所を訪れ、その収益金
１８,８５０円を「福祉へ役立てて欲
しい」と市へ寄附してくれました。

「 減災フォーラム in 韮崎 」
　減災とは、自然災害が発生しても被害を最小限
にとどめる取り組みのこと。市と峡北消防本部、
ＮＰＯ減災ネットやまなしの３者は２月２７日、
東京エレクトロン韮崎文化ホールで減災協定を締
結し、フォーラムを開催。新潟県旧山古志村長の
長島衆議院議員による講演などが行われました。

　２月２３日、今年度最後となる「市長とのふれ
あい給食会」が北東小学校のオープンスペースで
行われ、４年３組の児童と輪になって、楽しい給
食の時間をすごしました。この日の献立は「米粉
パン、スパゲティー・ミートソース、ツナサラダ」
などと、よくかむ習慣をつけるため“かみかみ黒
豆”も添えられました。食べ終わった後は、市長
さんへの質問タイム。好きな教科や色から始まっ
て、市長となった動機など、大人顔負けの質問も
飛び出し、市長さんを質問攻めにしていました。

「 一斉にスタート！市内一周駅伝 」

 　
　　　市体育祭の最後の競技

「第５３回市内一周駅伝競争大会」が２月２１
日行われました。県中北同庁舎前をスタート
し、町別１１のチームで競い合うランナー達
に、沿道からはあたたかい声援が送られまし
た。結果は２時間２２分５１秒で穂坂町が優
勝、市体育祭の総合優勝は旭町となりました。

「 集めた善意を福祉へ・・ 」

広報にらさきでは、市内で行われるさまざ
まな行事や、あなたの身の回りの話題を募
集しています。広報は市ホームページでも
ご覧いただけます。
情報は郵送・メール・☎でお寄せください。
企画財政課企画推進担当
　　☎２２－１１１１（内線３５６）

      　 koho@city.nirasaki.lg.jp

北東小学校ＮＥＷＳ 「 食べよう！学校給食シリーズⅥ 」
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  現在１３名の団員が、学区を越えて仲良く
活動しています。野球に取り組む姿勢・野球
の基本練習に力をいれて、指導者・保護者が
一体となって魅力ある団づくりに励んでいま
す。「野球が好き！」「うまくなりたい！」と
いう子どもたちの気持ちを大切に、野球とい
うチームスポーツを通じて、感謝の気持ちで
行動できる心身ともに健康な子どもの育成に
力を入れています。
　韮崎市内の小学生であればどなたでも入団
できます。いきいきと活動する子どもたちの
笑顔を、ぜひ一度、見に来て下さい !!

◆連絡先 保護者会長 阿部☎ 080-6523-4390
　　　　　　 監  督 木村☎ 090-8851-7099
　

　 ー ３大会連続　県大会準優勝！ ー
　２月に開催された第２６回ニッサングリーン
カップ少年サッカー選手権大会において準優勝
し、６月・１０月に続き３大会連続県大会準優勝
となりました。また、平成２１年度は市長杯を始
め韮葉杯・ＪＡ梨北杯・Ｕ－１２正月大会優勝な
ど、１０個のタイトルを手にしています。
　サッカーに興味のあるキミ、一緒にボールを蹴
りませんか！少年団では、現在団員を募集中 ! 韮
崎市内の小学生が対象です。

《花形警部補と一緒に記念撮影》

  団員大募集！「サッカー好きな子」「野球好きな子」集まれ～！！

体験入団もＯＫ！グランドに来てみてね！

〈4年生以下練習日〉
　　火曜日　穂坂小　１９時～２０時３０分
　　木曜日　北東小　１９時～２０時３０分
　　土曜日　韮崎小　　９時～１１時
〈５年生以上練習日〉
　　火曜日　北東小　１９時～２０時４５分
　　木曜日　韮崎小　１９時１５分～２１時
　　土曜日　穂坂・北東小　９時～１１時３０分
◆お問い合わせ・連絡先　  後援会長　細田
　　　　　　　　　　　　☎２５－３９０３　　

「 韮崎東サッカー少年団 」

「 韮崎北東野球スポーツ少年団 」

　清哲町折居・折居台地区か
ら韮崎北西小へ通学する児
童らが、毎朝通学路で登校を
見守ってくれた、円野駐在所
勤務の花形警部補に感謝状や
花束などを贈りました。３月
末で退職することを知った子
どもたちが発案し、３月５日
通学路で贈呈式が行われ、花
形警部補は「今までもらった
なかで今日の（感謝状）が一番
うれしい」と笑顔で話しました。

「 いつも通学を、見守ってくれてありがとう！」
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■
持
ち
物

　

草
刈
の
で
き
る
服
装
、
昼
食
、

　

保
険
料
１
人
１
０
０
円

※
鎌
や
刈
り
払
い
機
の
燃
料
は
甘

　

利
山
倶
楽
部
で
用
意
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

甘
利
山
倶
楽
部
事
務
局（
小
林
）

☎
２
２
ー
６
６
８
２

０
９
０
ー
３
２
４
４
ー
６
５
８
３

　

市
に
は
、
大
草
町
若
尾
と
、
穂

坂
町
宮
久
保
の
２
か
所
に
市
民
農

園
が
あ
り
ま
す
。
両
農
園
と
も
若

干
で
す
が
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
澄
ん
だ

空
気
の
も
と
、
野
菜
づ
く
り
な
ど

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
応
募
資
格

　

農
業
者
以
外
の
方

■
募
集
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
随
時
募
集
。

た
だ
し
、
貸
出
区
画
が
一
杯
に
な

り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

利
用
希
望
の
方
に
は
、
申
請
書

を
郵
送
、
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
に

■
お
問
い
合
せ
・
お
申
し
込
み　

◇
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
６
８
）

◇
市
民
会
館

　

☎
２
２
ー
１
１
２
１

※
平
日
９
時
～
17
時

　

た
く
さ
ん
の
花

が
咲
く
甘
利
山
を

残
し
て
い
く
た
め

に
、
草
刈
や
、
草

の
運
び
だ
し
な
ど

の
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）

　

９
時
～
15
時

※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所

　

甘
利
山
駐
車
場

　

あ
な
た
も
生
涯

学
習
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

  

月
に
一
度
の
講

座
な
ど
は
無
理
な

く
自
由
に
参
加
で
き
、
実
力
派
の

講
師
に
よ
る
講
演
は
も
ち
ろ
ん
、

楽
し
い
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
活
動
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
し
た
い
と
お
考
え
の
方
な
ら
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
。

■
開
講
式　

　

４
月
15
日（
木
）
13
時
30
分
～

※
５
月
か
ら
毎
月
１
回
開
催

■
場
所　

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎

　

文
化
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

■
内
容

◇
午
前　

ク
ラ
ブ
（
書
道
・
俳
句
・

　

料
理
・
手
芸
・
陶
芸
・
パ
ソ

　

コ
ン
・
切
り
絵
・
ド
ラ
イ
フ

　

ラ
ワ
ー
）
同
好
会
（
伝
統
文
化
）

※
希
望
者
の
み
、
人
数
に
限
り

　

が
あ
り
ま
す
。

◇
午
後　

講
演

■
入
学
金　

５
千
円
（
年
額
）

※
１
講
座
２
千
円
で
体
験
入
学

　

も
受
付
て
い
ま
す
。

■
お
申
込
方
法

　

４
月
９
日（
金
）
ま
で
に
入
学

金
を
添
え
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　

 

受
講
生
募
集
！

農
業
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
民
農
園
利
用
者
募
集

第
10
回
甘
利
山
春
の

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

☆ 健康管理に 前向きにトライしましょう☆

---- 体の歪み / 背骨･骨盤 ----

 「こり･痛み･疲れ･ストレス･メタボ･介護予防」

エコー健康院  院長 有 田 栄 夫
韮崎市穴山町２１９３－１

 予約制　☎０９０－１４６１－１７５４
受付　AM １０：００～PM ７：００

－お気軽にお電話くださいー

【ご自宅など 訪問施術も行っています】

※市では「広報にらさき」「市HP] に掲載する有料広告を募集しています。

第３回穴山さくら祭り
　穴山町では「穴山さくら祭り」を開催します。
　今年は「花咲か爺さんコンテスト」も行います。
　お花見を兼ねて、ぜひ遊びにきてください。

　■日　時　４月１１日（日）１０時～１５時
　■会　場　穴山さくら公園（ＪＲ穴山駅南側）
　■内　容  餅つき大会、甘酒・豚汁のサービス・
　　　　　　市民アトラクションなど
　■お問い合わせ

　　☎２５－５０１１（実行委員長　伊藤）
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i
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
農
林

課
農
林
振
興
担
当
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
空
き
区
画

　

若
尾
市
民
農
園

　
　
　
　

５
区
画
（
全
24
区
画
）

　

宮
久
保
市
民
農
園

　
　
　
　

８
区
画
（
全
30
区
画
）

◇
両
農
園
と
も
、水
道
、農
具
（
鍬

　

等
）、ト
イ
レ
を
備
え
て
い
ま
す
。

■
貸
出
期
間

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

　

（
た
だ
し
、
希
望
が
あ
れ
ば
翌

　

年
度
も
継
続
し
て
利
用
可
能
）

■
貸
出
金
額

   

30
㎡
・
・
・　

年
額
４
、８
０
０
円

　

40
㎡
・
・
・　

年
額
６
、０
０
０
円

◇
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
５
）

　

２
３
ー
１
２
１
５

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

自
衛
隊
山
梨
地
方
本
部

　

南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
８
３
ー
５
１
５
０

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

環
境
活
動
や
環
境
学
習
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
県
で
は
、
環

境
の
学
習
や
実
践
活
動
を
自
主
的

に
行
う｢

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ｣

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象   

子
ど
も
2
名
以
上
、
サ    

　

ポ
ー
タ
ー(

一
緒
に
活
動
す
る

　

大
人)　

１
名
以
上

■
活
動
内
容 

　

環
境
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば

自
由
（
自
然
観
察
、
環
境
調
査
、

環
境
美
化
な
ど
）

■
申
込
先

　

市
民
課
環
境
政
策
担
当

　

市
役
所
１
Ｆ
（
内
線
１
３
１
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
環
境
創
造
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
０
３   

０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
０
７

　

自
衛
隊
山
梨
地
方
本
部
で
は
、

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

“
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
”

　

 

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

学
問
の
神

様
「
菅
原
道

真
公
」
を
お

参
り
し
て
運

を
呼
び
込
み

ま
し
ょ
う
。

「
お
ふ
だ
を
買
っ
て
、
お
ぶ
く
を

よ
ば
れ
る
じ
ゃ
ん
！
」が
合
言
葉
。

　

お
札
の
収
益
金
は
鳥
居
の
修
復

費
に
当
て
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
で

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
、
懐
か
し
の
お

祭
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

　

４
月
25
日（
日
）

　

11
時
～
16
時

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　

を
募
集
し
ま
す
！　

募集種目 資　　格
願書受
付期間

幹
部
候
補
生

一般・
技術

20 歳以上 26 歳未満の
者（22 歳未満の者は大
卒（見込含む )) ４月 　

　１日

～

５月　
 10 日

歯科・
薬剤科

専門の大卒（見込含む）

20 歳以上 30 歳未満（薬

剤は 26 歳未満）

一般曹候補生 
（第１回）

18 歳以上 27 歳未満の者

■
場
所

　

 

韮
崎
市
駅
前
天
神
通
り

■
予
定
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト　

　

地
元
商
店
か
ら
の
出
店
（
お

み
く
じ
、
絵
馬
、）、
神
輿
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
遠
く
へ
レ
タ
ー

を
、
餅
つ
き
、
楽
器
演
奏
、

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

韮
崎
市
商
工
会
商
業
部

　

☎
２
２
ー
２
２
０
４

　

懐
か
し
の
梅
天
神
祭
り
が

　

韮
崎
駅
前
に
よ
み
が
え
り
ま
す
！

第４０回信玄公まつり
「 信玄グルメ横丁 」に
韮崎市商工会青年部が出店！
　商工会青年部では、
韮崎にちなんだ“ニ
ラ”を使ったご当地グ
ルメの開発に取り組
んできました。ニラを
たっぷり入れた「韮や
きそば」と「韮崎焼」（大判焼サイズの小さい
お好み焼）を考案し、イベントなどで販売し
てきましたが、この度「韮崎焼」をより美味

しくリニューアル！「に
・ ・ ・ ・

らまん」と改名し

ました！ぜひ、一度ご賞味ください。

日時　４月１０日（土）１０時～２０時
　　　４月１１日（日）１０時～１６時

会場　甲府市中心商店街
　　　「かすがもーる」

梅　天　神
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応急手当普通救命講習（前期）開催のご案内
　峡北消防本部では、前年度に引き続き平成２２年４月から９月まで、市民の皆さんや各種

事業所を対象に次のとおり毎月２回実施いたします。

　この講習は、あなたの周囲で突然けがや病気などで倒れられた方の応急手当の方法を習得

して、１人でも多くの方を救命していただくことが目的です。

　講習を修了すると、「普通救命講習修了証」を交付いたします。

◆日時及び講習会場 　

◆定　　員　　２０名程度　　　　　

◆費　　用　　無料

◆持ち物及び服装　　筆記用具、実技のできる動きやすい服装

◆お問い合わせ・申込先

　峡北消防本部韮崎消防署　☎２３－１４９９

※詳しい内容は、峡北消防本部ホームページ http://www.kyohoku.com/ をご覧ください。

講習予定日 講習時間 講習実施会場 内　　容
４月２５日（日）

９時～１２時 峡北消防本部
３階会議室 普通救命講習 Ⅰ

５月２２日（土）
６月２０日（日）
７月１７日（土）
８月１９日（木）
９月１９日（日）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　

が
実
施
さ
れ
ま
す
！

　

４
月
６
日（
火
）か
ら
４
月
15
日

（
木
）
ま
で
の
10
日
間
、
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
期
間
中
の
４
月
10
日

は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
を
機
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
基
本
】

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
」

【
重
点
項
目
】

◎
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

◎
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
３
９
）　

　

甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、

河
川
の
流
れ
を
阻
害
す
る
樹
木

（
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
）
の
伐
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
伐
開
作
業
が
終
わ

り
、
ご
希
望
の
方
に
伐
開
し
た
木

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
商
業

目
的
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

　

４
月
５
日（
月
）～　

（
予
定
）

　

９
時
～
16
時
（
平
日
の
み
）

※
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了
、
時

間
中
に
は
、
現
地
に
係
員
が
い

て
対
応
し
ま
す
。　

■
場
所　

　

大
草
町
若
尾
釜
無
川
河
川
敷

　
　
　
　
　

（
武
田
橋
西
詰
付
近
）

■
条
件
な
ど

・
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
ま
で

・
積
込
み
運
搬
は
ご
自
身
で

　
■
お
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
富
士
川
上
流
出
張
所

☎
０
５
５
ー
２
７
２
ー
０
０
４
０

伐
開
し
た
河
原
内
の
木
を

　

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
！

　 

文
化
ホ
ー
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◇
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　

Ｓ
席　

９
、５
０
０
円

　

Ａ
席　

８
、５
０
０
円

　

Ｂ
席　

７
、５
０
０
円

　

友
の
会
会
員
各
５
０
０
円
引

＊
未
就
学
児
入
場
不
可

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎

　

文
化
ホ
ー
ル

　

☎
２
０
ー
１
１
５
５

　

２
２
ー
１
９
１
９

◇
公
演
日
時
・
場
所

　

４
月
27
日（
火
）

　

19
時
開
演
（
18
時
半
開
場
）

　

大
ホ
ー
ル

◇
公
演
内
容

 

シ
ョ
パ
ン
生
誕
２
０
０
周
年

だ
か
ら
出
来
た
、
オ
ー
ル
・
シ
ョ

パ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ユ
ン

デ
ィ
・
リ
の
音
色
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

ユ
ン
デ
ィ
・
リ

　
　

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　 今月の納税
税  目 納期限

介護保険料     

第 1 期

４月３０日 

（金）

■お問い合わせ　

　収納課

（内線１６５・１６６）

※北杜市長坂町農村環

境改善センターでも講

習が行われます。日程

などはお問い合わせく

ださい。
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　◆無料法律相談（要予約）
弁護士が相談に応じます。

４月の相談は、２２日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内

※予約受付は、４月１２日（月）９：００〜
　　企画財政課（内線３５７）で電話受付

◆市民栄養相談（要予約）
「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・２・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

　

不
動
産
の
価
格
・
地
代
家
賃
・

土
地
の
有
効
利
用
な
ど
、
不
動
産

に
係
る
相
談
が
あ
る
方
は
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

４
月
３
日（
土
）

　

10
時
か
ら
15
時
（
先
着
順
）

　

（
社
）山
梨
県
不
動
産

　
　
　
　

鑑
定
士
協
会　

会
議
室

　

（
甲
府
市
中
央
２
丁
目

　
　

  

13
ー
20　

川
上
ビ
ル
２
Ｆ
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

（
社
）山
梨
県
不
動
産

　
　
　
　
　
　
　

鑑
定
士
協
会

☎
０
５
５
ー
２
２
１
ー
２
３
８
０

　

４
月
１
日
は
、「
不
動
産
鑑
定

評
価
の
日
」
で
す
。
社
団
法
人
山

梨
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
、

不
動
産
鑑
定
制
度
の
普
及
・
啓
発

を
目
的
に
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

祖母石、一ツ谷、水神 1 ～２、若宮、旭、日の出、
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原 　 　５日（月）・２２日（木）

富士見、岩下、上の山  ６日（火）・２３日（金）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　 　　　　７日（水）・２６日（月）

穂坂町、日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場 ８日（木）・２７日（火）

穂坂町、柳平、宮久保、鳥の小池 ９日（金）・２８日（水）

藤井町全区 １２日（月）

中田町全区・穴山全区 １３日（火）

円野町全区 １５日（木）

清哲町全区・神山町全区 １６日（金）

旭町全区  １日（木）・２０日（火）

大草町全区・竜岡町全区 　 　　　２日（金）・１９日（月）

老壮大学 ３０日（金）

静心寮 １４日（水）

平成２２年度 韮崎市ボランティアの会  定期総会 ２１日（水）

平成２２年度 韮崎市身体障害者福祉会  定期総会 ２３日（金）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。
◆お問い合わせ　老人福祉センター 
　（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （４月巡回日程）

  

市
で
は
、
心
配
事
相
談
を
毎

月
第
１
～
第
３
月
曜
日
の
午
後

１
時
～
３
時
ま
で
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
４
月
よ
り
市
民
の

心
配
事
に
随
時
対
応
で
き
る
よ

う
、
市
役
所
福
祉
課
に
お
い
て

相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
開
庁
時
間
で
あ
れ
ば
常

時
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

　
　

（
内
線
１
８
０
・
１
８
１
）

“
心
配
事
相
談
”
に
つ
い
て

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

“
無
料
相
談
会
”
を
開
催

　 “
納
税
納
付
強
化
”
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
市
税
等
の
公
平
性

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
滞
納

整
理
を
図
り
、
年
間
を
通
し
て
、

“
徴
収
強
化
”
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
悪
質
な
滞
納
者
に

対
し
て
は
、
徹
底
し
た
財
産
調

査
を
実
施
し
動
産
な
ど
の
差
し

押
さ
え
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
や
納
付
に
つ
い

て
夜
間
・
休
日
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
納
付
に
つ

い
て
お
困
り
の
方
な
ど
は
、
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課
徴
収
第
１
・
２
担
当

　
　

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

夜間納税相談・収納窓口
４月１５日（木）

18 時から
20 時 30 分

４月２２日（木）
５月２０日（木）
５月２７日（木）

休日納税相談・収納窓口
４月２４日（土） 10 時から

16 時５月２２日（土）
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育児健康相談等
持ち物／各種健康手帳

◆パパ・ママ学級
　４月１９日（月）　妊産婦の食事・妊婦体操
　　　Ａコース１　１３：３０～　

◆すくすく教室（７か月）
４月１３日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対　　象　Ｈ２１年９月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
４月２７日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対　　象　Ｈ２１年５月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
４月２１日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対　　象　Ｈ２０年３月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　４月２３日（金）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　妊婦相談・一般健康相談
　毎週月曜・木曜日
　９：３０〜１６：００

◆物忘れ相談
　４月１３日（火）　９：３０〜１６：００

◆ポリオ予防接種　
　４月１５日（木）、２８日（水）
　市営体育館　１３：３０〜１４：３０
　持物　母子健康手帳　問診票

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具など　　　　

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑

　■お問い合わせ
　　市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

◆心のデイケア
　４月１４日、２８日（水）１０：００〜
◆陸上ウォーキング教室
　４月１１日（日）　
   受付時間９：００〜９：１５　 神山体育館

◆４か月児健診
４月２２日（木）　対象　Ｈ２１年１２月生まれ
受付時間　１３：００〜１３：３０

◆１歳６か月児健診
４月２０日（火）　対象　Ｈ２０年９月生まれ
受付時間　１３：００〜１３：３０

◆３歳児健診
４月１４日（水）　対象　Ｈ１９年３月生まれ
受付時間　１３：００〜１３：３０

※発熱など体調不良または、当日都合がつかな　 

　い場合は、翌月に受診することができます。

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

◎おそらく、眼鏡は必要です。
　白内障の手術は濁った水晶体を取り除き、代わりに人工のレンズを挿入し

ます。現在、一般に使われるレンズは水晶体と違い、ピントを自動調節する

ことができません。つまり、若いころのように“遠くも近くも見える”とい

うわけではありません。挿入するレンズはあらかじめ“遠く”または“近く”にピントが合うように計

算しています。

　ですから、遠くにピントが合わせた場合は近用眼鏡が必要になりますし、近

くにピントを合わせた場合は車の運転、テレビを見るなど遠くを見るための眼

鏡が必要になります。

◎白内障の手術では、乱視は治りません。
　また、白内障の手術では乱視は治りませんので、乱視が強い人は遠方、近方

ともに眼鏡が必要になります。

　それでも手術後よく見え、生活に不便がなければ、もちろん無理に眼鏡をか

ける必要はありません。　

Q：今、眼鏡をかけていて、白内障の手術を受けます。
　　手術後に、眼鏡は必要なくなるのでしょうか？

？

アドバイザー  韮崎市立病院
眼科医長　阿蘇仁志 先生

？

  春は企業献血が減少するほか、天候の変化により
体調を崩す方が増えることから血液が不足しやすい
時期です。多くの皆様のご協力をお願いします。

■実 施 日　４月２８日（水）
■受付時間　９時３０分～１１時３０分
　　　　　　１２時３０分～１５時３０分
■会　　場   韮崎市役所庁舎裏駐車場
    　　　　 （受付　市役所一階防災会議室）

やさしさをわけてください 献血にご協力を
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

☆行事のない日でも、
　各センターは開館し
　てます。お子さんと
　一緒に遊びに来てく
　ださい。

☆小学生の行事は「パ
　ソコンを楽しもう」
　など、ほかにもあり
　ます。

☆詳しくは、各児童セ
　ンターにお問い合わ
　せください。

◆なかよし広場
　４月１９日（月）１１：００～
 
◆子育てクッキング　～子どもが
　　　　喜ぶマーボー豆腐ほか３品～
　４月２３日（金）
　９：５０受付　１０：００開始
　講師　市栄養士
　※要予約　限定１０組　材料費自己負担
 
◆なかよしトーク
　４月２６日（月）１０：３０～
 
◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆なかよし広場
　４月１６日、２３（金）１１：００〜
 
◆誕生記念手形作り ～４月生まれ～
　４月２０日（火）～４月２２日（木）
　１１：００～
　※要申込　１６日（金）締切
　　材料費自己負担
 
◆なかよしトーク
　４月３０日（金）１０：３０～
 
◆防犯教室（小学生対象）
　４月２７日（火）１５：００～
　 講師　韮崎警察署員

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆なかよし広場
　４月１５日（木）１１：００～
　※要申込　
  
◆なかよしトーク
　４月２２日（木）１０：３０～

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆なかよし広場・なかよしトーク
　４月２０日（火）１０：３０～
 
◆作って遊ぼう ～鯉のぼりを作ろう～
　４月２７日（火）１０：３０～
　※要申込　２０日（火）締切　材料費自己負担 

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

□子育て相談
　面　　談　９：００〜１７：００

　電話相談　９：００〜１７：００

□その他のイベント・講座

◆公園で遊ぼう
　４月９日（金）１０：００～１２：００

　場所　　韮崎中央公園（ちびっこ広場）現地集合

　持ち物　おやつ、飲み物、弁当等

 
◆親子エアロビクス教室
　４月１３日（火）

　１０：３０～１１：３０

　講師　斎藤晴美先生

　場所　藤井保育園遊戯室

　持物　室内シューズ、

　　　　飲み物

ファミリー・サポート・センターでは、子育てのお手伝い

が必要な方の手助けをしています。（利用料金の半額助成

あり）お気軽にお問い合わせください。

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
※火、木曜日は１４：００〜１６：００も開館しています。

□例月のイベント（会場：支援センター）

◆子育てトーク
　（子育てについて気軽に話しましょう）

　４月７日（水）１０：３０～

 
◆体位測定（お子さんの身長・体重を計ります）
　４月１９日（月）１０：３０～

 
◆誕生会に参加しましょう
　４月２３日（金）１０：００～１１：３０

 
◆毎週水曜ミニタイム
  （歌・手遊び・シアターなどお楽しみに） 

   ９：００～１２：００

「なかよしトーク」が始まります！
　　ー毎月１回各センターで開催ー
　子育ての真っ最中だからこその“思い、楽し
み方、気になること”など、みんなで輪になっ
てお話ししてみませんか？



2010.04

26

i

「じゃあ、読もう。」
２０１０年は“国民読書年”です！

◇国民読書年とは？◇
　平成 20 年 6 月の国会決議により、「文字・活字
文化振興法」の制定・施行５周年にあたる 2010
年を「国民読書年」とすることが定められました。
政官民協力のもと、国をあげて読書推進の努力を
重ねることが宣言されています。

国民読書年特集

ー国民読書年にちなんで子どもたちにー
子どもたちよ
子ども時代をしっかりとたのしんでください
おとなになってから
老人になってから
あなたをささえてくれるのは
子ども時代の『あなた』です。
　
≪「石井桃子展」（2001年10月～2002年2月）より≫

　市立図書館でよく借りられる本
　『１Ｑ８４』１・２　（村上春樹著、新潮社）
　　昨年からほぼ途切れなく予約待ちの状態です。

　『廃墟に乞う』　　　（佐々木譲著、文藝春秋）

　『ほかならぬ人へ』　（白石一郎著、祥伝社）
　　ともに直木賞受賞でまた問合せが増えました。

『ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。』
（辻村深月著、講談社）

山梨県出身作家で、若い人にはもともと
人気がありましたが、芥川賞候補になっ
てさらに注目されました。辻村さんの著
書はほぼ所蔵しています。青春ミステリ
ー系の内容が主ですが、ぜひ読んでみて
ください。

　『しがみつかない生き方』（香山リカ著、幻冬舎）
　勝間和代さんの本とともに、男女を問わず読まれています。

　『キャン・ユー・スピーク甲州弁？』
　　　　（五

ごっちょがわ

緒川 津
つ っ ぺ え た

平太著、樹上の家出版）
　某テレビ番組で紹介されたように、県内
　では村上春樹さんの本に負けないロング
　セラーになってます。

★「ブックスタート」について
この取組みはＨ４年にイギリスで始まり、Ｈ 12
年に日本に紹介されました。「より良い親子関係
を築いてほしい･･･本を通して、親子で楽しい時
間を共有してほしい･･･」との願いが込められて
います。韮崎市でもＨ 14 年の 11 ヶ月児検診（現
在は「よちよち教室」）から取り入れられ、20 年
度からは、保健福祉センターへ図書館員が出向き、
ブックスタートの意義についての話や絵本の読み
聞かせを行っています。図書館で毎月開催してい
る「だっこの会」はこの年頃からのお子さんが対
象です。ぜひお出でください！

 ＜そもそも、読書はそんなに必要なの？
　　　　　　　　　　　　　というかたに…＞

“生きる歓びを子どもたちに伝えるための読書論”
　『読む力は生きる力』（脇明子著、岩波書店）

“読むこと・聴くことは、人間の精神活動の基本です。”
　『読む力・聴く力』

　（河合隼雄・立花隆・谷川俊太郎著、岩波書店）

　市立図書館では、知識や教養を身につけるためだけではなく、皆様の生きる支え

となる一冊、人生を前向きに変える一冊と出会えるようなお手伝いをしたいと思っ

て本をご用意しています。“何か読みたい”と思ったら、ぜひご利用ください。

＜子どもに何を読ませたらいいか迷ったら＞
図書館には、分野別・年齢別お薦め本を紹介した
本や、県内の公共図書館の司書が選定したブック
リストなどがあります。ぜひご活用ください！

＜もちろんおとな向けもあります、例えば…＞
　『生き方がみつかる青春の読書案内』

（小川義男編著、小学館）

『ぼくの血となり肉となった
五○○冊　そして血にも肉
にもならなかった一○○冊』
　　　　（立花隆著、文藝春秋）

『脳を鍛える読書のしかた。』
（茂木健一郎著、マガジンハウ
ス）などなど。
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『波枕ーおりょう秘抄ー』
　       　　 鳥越碧 著　（講談社）

龍馬暗殺。熱き男に愛された女の
幸せは、儚くも奪い去られた。残
された妻・おりょうの怒濤の後半
生とはー。誇りを持って、龍馬の
妻であり続けた女の一生を描く。

『さくらの下のさくらのクラス』
 　　宮川ひろ 作　ふりやかよこ 絵

（岩崎書店）

新学期になって１週間。新２年生
の良太たちの教室からは、校庭の
９本のさくらの木を見わたせます。
朝礼で、１年生の担任の友子先生
とお別れした子どもたち。これか
ら、新しい担任の昭先生との１年
間が始まります。

（一般書）

「キャリアのみかた」阿部正浩・松繁寿
ひさかず

和 編（有斐閣）  

「ほどほど掃除のしかた」　　  辰巳渚 著（小学館）
（児童書）

「幕末維新の人物事典」　          　（ＰＨＰ研究所）
　　　　　　　 「幕末維新の人物事典」編集委員会 編

「がんばったね、ちびくまくん」   　　（徳間書店） 
エマ・チチェスター・クラーク 作・絵　たなかあきこ 訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか多数

　

市の人口（３月１日現在）

男  １５，９８２人　世帯数 １２，２９５世帯

女  １６，１３１人　前月比　　　　７世帯

計   ３２，１１３人　前月比　 　－３２人

 健康に気をつけ
　　　医療費の節約にご協力ください

 ３月に市が支払った医療費をお知らせします。

 国民健康保険 　141,732,566 円　
※１人当り 16,585 円 （前年同月比 0.44％増）

今月の朗読のつどい

今月のだっこの会
わらべ歌や、手遊びなどで
あそびましょう！
楽しいですよ。

日時　４月２２日（木）　　
　　　１０：３０〜
場所　市民会館３階　和室

新刊情報 （図書館流通センター ｢週刊新刊全点案内 ｣１６５７号より）

■４月の休館日　
　毎週月曜日、２９日（木）・３０日（金）です。

韮崎市立図書館（☎２２ー１１２１ / ２２－２９１０）

今回は、初出演の“バラのつどい”（笛吹市）

の皆様をお迎えします。お楽しみに！

　日時　４月３日（土）１４：００～　

　場所　市民会館５階　大ホール

「ひさの星」　　  斎藤隆介 作　朗読　河野京子さん

「月夜のしか」　  庄野英二 作　朗読　浅川和美さん

「首吊り御本尊」　宮部みゆき 作　

　　　　　朗読　日高せい子さん　鈴木八千代さん

　　　　　　　　堀込鈴代さん　　長沼佳子さん

　　　　　　　　浅川和美さん

※次回は、５月１日（土）を予定しています。
　よろしくお願いいたします。

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・パネルシア
ターなど、楽しいおはなしがいっぱい！
お友だちを誘ってみんなで来てね。

日時　４月２４日（土）１０：３０～

場所　市民会館３階　和室
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